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（ 1 ） ニホンナシおよび多様な遺伝的背景を持つナ
シ品種の子葉からの再分化
　ニホンナシ （Pyrus pyrifolia Nakai） 品種‘晩三吉’お
よびマンシュウマメナシ （P. betulaefolia Bunge） 品種‘ホ
クシマメナシ’子葉においてMS基本培地（ 3％ショ糖，
0.85％寒天）に，5, 10, 25, 50 µMの1-naphthaleneacetic 
acid （NAA） と 5, 10, 25, 50 µM の 6-benzylaminopurine 
（BA）を組合せて添加し，不定芽の再分化を検討した．
その結果，‘晩三吉’および‘ホクシマメナシ’では，5 
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を組合せた‘安下庄支那梨’子葉の85％で GFP （green 










（ 3 ） 異なる発育段階のニホンナシ子葉を用いた形
質転換の効率化
　異なる発育段階の子葉を用いた形質転換の効率化を検
討した．2011年 7月14日（ステージ 1）から 9月15日（ス









4から 2個体，ステージ 3から 1個体が得られた．ス
テージ 4あるいはステージ 3の完熟あるいは完熟に近い
種子由来の子葉の方が，形質転換効率が高いことが示唆
された．
　本研究では，合計2,118個の子葉を供試し，得られた
形質転換体は 4個体で，形質転換効率は0.2％であった．
近年，再分化に関わる複数の遺伝子（転写因子）がシロ
イヌナズナで同定され，ニホンナシにも相同性の高い遺
伝子配列が存在する．今後，再分化に関わる遺伝子を利
用した再分化効率や形質転換効率の向上と画期的な新品
種作出での利用，それらの遺伝子発現を指標にして，再
分化能力が高い品種やホルモン組成と組合せの解析への
応用が期待される．
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